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大
型
客
船
「
に
っ
ぽ
ん

丸
」
（
２
万
２
４
７
２
㌧
）

が
９
月
２４
日
に
、
同
「
ぱ
し

ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す
」
（
２

万
６
５
９
４
㌧
）
が
同
２６
日

に
、
い
ず
れ
も
石
巻
港
に
寄

港
し
、
同
港
大

手
埠
頭
で
は
石

巻
港
大
型
客
船

誘
致
協
議

会

（
会
長
∥
亀
山

紘
石
巻
市
長
）

が
歓
迎
行
事
を

行
っ
た
。
震
災

後
に
大
型
客
船

が
入
港
す
る
の

は
「
に
っ
ぽ
ん

丸
」
が
初

め

て
。本

学
は
石
巻

市
と
協
力
し
て
、
経
営
学
部

の
庄
子
真
岐
ゼ
ミ
、
清
水
義

春
ゼ
ミ
、
丸
岡
泰
ゼ
ミ
の
学

生
ら
が
中
心
と
な
り
企
画
し

た
「
石
巻
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

を
展
示
し
た
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
「
見
る

・
学
ぶ
・
食
べ
る
・
応
援
す

る
」
の
４
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

で
企
画
さ
れ
、
石
巻
の
企
業

の
パ
ネ
ル
展
示
や
防
災
情
報

の
提
供
の
ほ
か
、
学
生
が
石

巻
焼
き
そ
ば
を
つ
く
っ
て
乗

船
客
に
振
る
舞
っ
た
り
し

て
、
石
巻
の
復
興
の
様
子
を

伝
え
た
。

「
２
０
１
２
石
鳳
祭
」（
千

葉
悠
介
実
行
委
員
長
∥
経
営

３
・
宮
城
県
迫
桜
高
）
が
１０

月
６
、７
の
両
日
、本
学
で
盛

大
に
開
か
れ
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
歩
～

あ
ゆ
み
～
」
。
学
生
と
地
域

住
民
が
一
体
と
な
っ
て
石
巻

を
活
気
づ
け
、
共
に
新
し
い

町
を
つ
く
り
、
歩
ん
で
い
こ

う
と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
。
今
年
は
例
年
に
も
ま

し
て
メ
ー
ン
ス
テ
ー
ジ
企
画

を
充
実
さ
せ
た
ほ
か
、
６
日

に
は
「
育
友
会
支
部
懇
談

会
」
「
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
」
も
行
わ

れ
、
父
母
や
卒

業

生
、
市
民
ら
多
く
の

来
場
者
が
訪
れ
、
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

を
楽
し
ん
だ
。

メ
ー
ン
ス
テ
ー
ジ

で
は
地
元
石
巻
に
縁

の
あ
る
出
演
者
が
集

っ
た
「
石
巻
キ
ズ
ナ

企
画
」
を
実
施
。
ア

ニ
メ
ソ
ン
グ
歌
手
の

遠
藤
正
明
さ
ん
の
フ

リ
ー
ラ
イ
ブ
の
ほ

か
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ー

Ｋ
Ｅ
Ｒ
Ａ
の
ス
テ
ー
ジ
、
石

巻
市
立
門
脇
中
学
吹
奏
楽
部

の
演
奏
や
地
元
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
キ
ッ
ズ
チ
ア
ダ
ン
ス

な
ど
も
あ
り
、
地
域
が
一
体

と
な
っ
て
ス
テ
ー
ジ
を
盛
り

上
げ
た
。

さ
ら
に
石
鳳
祭
コ
ン
サ
ー

ト
で
は
、
Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ
「
マ

ク
ロ
ス
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
で

ヒ
ロ
イ
ン
役
を
務
め
た
声
優

の
中
島
愛
さ
ん
が
圧
巻
の
ス

テ
ー
ジ
を
披
露
し
た
。

「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

ー
」
に
は
、
多
く
の
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
が
出
席
。
久
し
ぶ
り
の

母
校
で
恩
師
や
仲
間
と
再
会

し
、
思
い
出
話
に
花
を
咲
か

せ
た
。
７
日
に
は
、
同
窓
会

と
専
大
校
友
会
石
巻
支
部
の

合
同
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
講
演

会
も
実
施
し
た
。

こ
の
ほ
か
「
い
し
の
ま
き

ワ
ン
セ
グ
」
が
６
日
、
津
田

大
介
氏
の
講
演
や
熊
谷
育
美

さ
ん
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
な
ど
を

生
放
送
し
た
。
ラ
ジ
オ
石

巻
、
か
わ
さ
き
ワ
ン
セ
グ
と

の
３
局
同
時
生
放
送
と
い
う

初
め
て
の
試
み
だ
っ
た
。

本学と石巻市立女子高校が合同で実施した�復興応

援詩�募集プロジェクトの審査発表会・授賞式が石鳳

祭期間中の１０月７日、本学キャンパスで行われた。最

高賞であるゴールド賞には、高橋唯さんの「ことば」、

熱海千那さんの「もどってきたよ」、佐々木里菜さん

の「ランカンパンッ」が選ばれた。３人は石巻市立中

津山第二小学校３年生で、偶然にも同級生の同時受賞

となった。

同プロジェクトでは、今年４月から作品を募集。岩

手県から沖縄県まで、全国各地から作品が寄せられ、

応募総数は１２６編（応募者数９７人）。石巻市の境直彦教

育長を委員長とする１０人の選考委員が審査し、ゴール

ド賞（３編）、シルバー賞（７編）、ブロンズ賞（１１編）、

特別賞（６編）を選出した。

選考副委員を務めた山崎省一教授は「寄せられた作

品はどれも市民を心強くしてくれるものばかりでし

た」と話した。

震
災
で
被
害
を
受
け
た
宮

城
県
の
水
産
業
者
が
復
興
を

目
指
す
イ
ベ
ン
ト
「
み
や
ぎ

の
水
産
・
復
興
ブ
ラ
ン
ド
フ

ェ
ア
」
が
８
月
１０
日
か
ら
１４

日
、
お
よ
び
９
月
７
日
か
ら

９
日
に
、
い
ず
れ
も
群
馬
県

前
橋
市
と
高
崎
市
に
あ
る

「
道
の
駅
ぐ
ん
ま
」
前
橋
店

と
高
崎
店
で
開
か
れ
た
。

今
回
の
取
り
組
み
は
、
今

年
７
月
に
協
定
を
締
結
し
た

三
陸
産
業
再
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
本
学
、
群
馬
県
内
で
農

産
物
直
売
所
を
運
営
す
る
フ

ァ
ー
ム
ド
ゥ
㈱
が
連
携
し
、

企
画
さ
れ
た
。
昨
年
１１
月
に

行
っ
た
「
希
望
の
魚
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
一
環
。

フ
ェ
ア
に
は
石
巻
、
気
仙

沼
両
市
の
水
産
加
工
会
社
９

社
が
参
加
し
た
ほ
か
、
経
営

学
部
の
石
原
慎
士
ゼ
ミ
の
学

生
９
人
が
「
サ
バ
だ
し
ラ
ー

メ
ン
」
「
石
巻
サ
バ
だ
し
焼

き
そ
ば
」
を
実
演
販
売
し

た
。学

生
た
ち
は
自
分
た
ち
が

開
発
に
携
わ
っ
た
石
巻
の
新

た
な
特
産
品
を
大
い
に
Ｐ
Ｒ

し
た
。
来
店
し
た
お
客
さ
ん

に
は
、
サ
バ
だ
し
を
使
っ
て

麺
を
蒸
し
上
げ
る
と
い
う
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
工
程
も
披
露

し
、
好
評
を
得
て
い
た
。

綿
引
将
太
ゼ
ミ
長
（
経
営

３
・
宮
城
県
石
巻
北
高
）
は

「
石
巻
市
以
外
で
の
販
売

で
、
仕
入
れ
や
調
理
器
具
な

ど
不
安
で
し
た
が
、
当
日
は

フ
ァ
ー
ム
ド
ゥ
の
皆
さ
ん
の

協
力
も
あ
り
、
大
盛
況
で
し

た
。
今
後
も
石
巻
の
復
興
・

活
性
化
の
た
め
に
頑
張
り
ま

す
」
と
話
し
た
。

本
学
共
創
研
究
セ
ン
タ
ー

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
で
あ

る
「
Ｉ
Ｓ
Ｕ
健
康
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
の
一
環
と
し
て
、

健
康
体
力
測
定
が
８
月
と
９

月
に
市
内
で
行
わ
れ
、
山
内

武
巳
研
究
室
（
基
礎
理
学

科
）
の
学
生
た
ち
が
測
定
な

ど
に
協
力
し
た
。

８
月
３０
日
の
体
力
測
定
は

山
下
屋
内
運
動
場
で
行
わ

れ
、
２８
人
の
市
民
が
参
加
。

学
生
た
ち
は
１０
㍍
歩
行
、
フ

ァ
ン
ク
シ
ョ
ナ
ル
リ
ー
チ
な

ど
の
測
定
の
補
助
に
携
わ

り
、
市
民
と
と
も
に
汗
を
流

し
た
。

９
月
２７
日
は
向
陽
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、
体
力
測
定
だ
け
で
な

く
山
内
准
教
授
が
講
話
を

し
、
日
常
生
活
で
の
活
動
量

を
増
や
す
こ
と
の
意
義
を
説

い
た
。

「
て
ん
じ
ん
さ
ん
」
な
ど

の
作
品
で
知
ら
れ
る
漫
画
家

の
木
村
直
巳
氏
に
よ
る
文
化

講
演
会
「
夢
を
叶
え
る
と
い

う
事
」
が
９
月
３０
日
、
本
学

で
開
催
さ
れ
た
。

石
巻
市
で
は
、
漫
画
を
用

い
た
町
お
こ
し
を
行
っ
て
い

る
。
本
学
も
漫
画
の
持
つ
可

能
性
を
重
視
。
来
年
４
月
に

は
、
漫
画
を
含
む
文
化
に
つ

い
て
広
く
学
ぶ
人
間
学
部

の
新
設
を
予
定
し
て
い
る

（
現
在
、
文
部
科
学
省
に
認

可
申
請
中
）
。
今
回
は
新
学

部
の
教
育
・
研
究
活
動
の
一

分
野
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
文
化
を
通
し
て
地
域

の
復
興
を
支
援
す
る
た
め
、

公
開
講
演
会
を
開
く
運
び
と

な
っ
た
。

木
村
氏
は
漫
画
家
に
な
っ

た
き
っ
か
け
、
漫
画
が
持
っ

て
い
る
魅
力
や
可
能
性
、
石

巻
地
域
と
の
か
か
わ
り
や
思

い
入
れ
な
ど
に
つ
い
て
、
Ｏ

Ｈ
Ｃ
（
書
画
カ
メ
ラ
）
を
使

い
、
自
身
の
作
品
も
紹
介
し

な
が
ら
話
し
た
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の

日
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
本
学
の
学
生
・
教
職

員
の
ほ
か
高
校
生
、
一
般
市

民
な
ど
約
１
０
０
人
が
参

加
、
熱
心
に
聴
講
し
た
。

石
巻
信
用
金
庫
が
本
学
の

若
手
研
究
者
を
助
成
す
る

「
Ｉ
Ｓ
奨
学
研
究
員
」
の
研

究
発
表
会
が
９
月
１９
日
、
本

学
で
行
わ
れ
、
３
人
の
研
究

員
が
昨
年
度
の
研
究
成
果
を

披
露
し
た
∥
写
真
。

発
表
し
た
の
は
、
大
学
院

理
工
学
研
究
科
２
年
の
高
瀬

清
美
さ
ん
、
臼
井
利
典
・
理

工
学
部
助
手
、
益
満
環
・
経

営
学
部
准
教
授
。
総
評
で
坂

田
学
長
は
「
こ
れ
を
地
方
発

信
の
産
学
金
（
融
）
連
携
の

手
本
と
し
、
ま
た
伝
統
と
し

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

研
究
発
表
の
課
題
は
次
の

通
り
。

▽
高
瀬
清
美
「
ヒ
ラ
メ
無

眼
側
体
色
異
常
の
発
現
機
序

解
明
お
よ
び
同
防
除
法
の
検

討
」
▽
臼
井
利
典
「
細
胞
性

粘
菌

D
i
c
t
y
o
s
t
e
l
i
u
m

d
i
s
c
o
i
d
e
u
m

のR
N
A

結

合
性
タ
ン
パ
ク
質D

l
a
A

の

分
子
遺
伝
学
的
解
析
」
▽
益

満
環
「
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
活
用

に
よ
る
石
巻
市
沿
岸
部
の
復

元
立
体
模
型
の
製
作
に
関
す

る
研
究
」

震
災
後
初

石
巻
港
に
大
型
客
船
２
隻
が
寄
港

歓
迎
行
事
で
本
学
３
ゼ
ミ
生
ら

「
石
巻
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」を
展
示

▲ 盛り上がったミスター石鳳コンテスト

盛大に「２０１２石鳳祭」

▲ 毎年恒例の茶道部によるお茶会

「歩～あゆみ～」テーマに地域一体で

「
Ｉ
Ｓ
Ｕ
健
康
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

▲ 石巻の企業のパネル展示など行った

山
内
研
究
室
の
学
生
が

体
力
測
定
に
協
力

▲ 講演会には約１００人が参加した

漫
画
家
・
木
村
直
巳
氏

招
き
文
化
講
演
会
開
く

「
石
巻
キ
ズ
ナ
企
画
」
実
施

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
も

〝復興応援詩〟審査発表会・授与式

ゴ
ー
ル
ド
賞
に
地
元

小
学
３
年
生
が
３
人▲ 坂田学長から表彰状を授与

Ｉ
Ｓ
奨
学
研
究
発
表
会

「いしのまきワンセグ」が生放送

３
研
究
員
が

成
果
を
披
露

▲ 新たにステージと客席上に大型テントを設置し

設備と内容を充実させたメーンステージ

▶

健
康
体
力
測
定
に
は
多

く
の
市
民
が
参
加
し
た

「
希
望
の
魚
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

群
馬
県
で「
復
興
ブ
ラ
ン
ド
フ
ェ
ア
」

石
原
ゼ
ミ
生
が
「
サ
バ
だ
し
」実
演
販
売
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